









」 （ 「病榻雑話」 ）な状況であり、八月から新聞「日本」で連載を始めた長編小説「暴風」も、 「筆
を執るほどの精力はない」
（２）
（ 「 『暴風』休載に就き」 ）病状となり、 連載中止をやむなくされることになる。肺病持ちの「文




















































































傍線部はそのまま、 「窮死」の主題として読み替え こともできる。 「 の途に窮し、生存する一分の望みなき時」 、





 つまりそれを書かれた意味は、死なうと云ふ意識があつて死んだのではなくて、自然の境遇がどうしても只一人の人間を殺さずには置 なかつた。一方から云ふと自然の怠惰だと云ふこと、一方からは人間の社会組織の不完全だと云ふことを問題 して書かれたのである。 （ 「大久保時代の独歩氏」 ）
　
 若し社会の組織が現在のそれと少しでも異なつて居た ば、其の男も決し 然う云ふ風のことをして死ななかつたに相違ない。で其の男 写し、周囲の事情を描き出せば、一人の男が死んだと云ふことと同時に、読者の胸に現代の社会組織の欠陥を印銘することが出来る。 （ 「大久保時代」 ）
　




































世界を考察してみたい。　「蛇窪の踏切」のあらすじは以下の通りである。主人公露代は、肺病故に実姉からも疎まれ、北海道の実家に帰ろうにも、寒さが厳しくては療養も困難で、継母に 慳貪 されることを考えると到底帰れない。絶望 露代は、物思いにふけりながら洗足辺りを当て なく歩く。露代 泥土 足を取られて線路 上 転げ落ち、いつ汽車が来 もかまわないと死を思うが、列車は別線路を通過して死ねなかった。折から刑事と称する若者から声をかけられ、近くの豚小屋に連れ込まれてしまう。若者は、のどが渇いた露代 一本 牛乳 渡して 互いにそれを分け合って飲み干す。露代は、 素性も何も分からないこの との淡い恋を夢想するが、 肺病持ちの自分ではどうすることもできず苦悶するいつの間にか若者は姿を消し、露代 レールにつまず て砂利の上に倒れたところに汽車の非常汽笛が鳴り響くのである。　作者水陰は、自作について、 「死の一歩手前に暴力を以て未可解の釈明を強ゐられたといふので、自分としては今猶





はほ んどすべてから拒絶されて死ぬことになつており、一見逆説的だが、その故に、 「蛇窪」の方が甘いのである」と述べ、主人公を取り巻く状況、死に至 必然性という作品設定上の甘さを指摘している。作品として 完成度に甘さが残るのは同感であり 独歩が「病牀録」で指摘した、死を「潤色・詩化」しようとする姿勢につながるものだともいえる。肺結核にかかる女性の悲劇を描いた点 も、先行する徳冨蘆花の『不如帰』 （明治三一年～三二年） ヒロイン「浪子」が抱えた苦悩には遠く及ばないだろう。　
ただし、 「蛇窪の踏切」の作品的意義はその完成度にあるのではなく、 〈窮死〉という歴史的事象そのものを描き出

















































































に発表された小杉天外の『魔風恋風』 （ 「読売新聞」 ）の主人公荻原初野に代表されるような、海老茶袴に庇髪、髪に揺れるリボンといった女学生像である。こうした女学生のイメージは、明治末年にかけて「近代都市を代表する『記号』となり」 、 「近代国家として安定期を迎えた、 『明治』という時代の象徴であった
（９）
」のである。 「蛇窪の踏切」では、女学











者を取り巻く、 〈貧・病・苦〉の負のスパイラルとでも言うべき様々な社会問題 影を落としている。それが文公を死に導く〈窮状〉として、近代明治社会が胚胎する問題性を浮かび上がらせていくのである。とりわけ、 〈轢死〉という死の様相が描かれたことの意味は大きい。　
東京の「山手・東北電車」の品川・赤羽間が開業したのが明治一八年、その後、三四年には品川線 豊島線 連絡
















垣間見える。それは「蛇窪の踏切」で露代が目にした、汽関製造所から鳴り響く「大鉄槌で鋲を打つ音」の如く、都市の「激烈な 生存競争」そのものの象徴である、新 い東京という都市の秩序の形成を意味している。 〈轢死〉とは、こうした都市システムが生み出した近代化 影の部分でもある。　
轢死による自殺者は、明治三〇年代後半から増加の一途をたどることになる。 『日本帝国統計年鑑』によれば、鉄道
自殺者数の推移は、 明治三四年に４９２人（総自殺者８５８２人）だったのが、 明治三九年に８８２人（同８９０６人） 、明治四一年に１０１７人（同９６００人）に、明治四五年には１３８１人（同１１１２８人）に達している。これを見ると、総自殺 増加に比して、鉄道自殺者数は約三倍 増加となっており、轢死者の増加の程度がいかに顕著であるがが分かる。また、 『東京府統計
(  )12
書』 「自殺者自殺手段別累年比較」によれば、 「汽車ニ轢カレテ」が理由の自殺
者が、明治三七年に９６人（男６ ・女３５） 、同三九年に １０６人（男７１・女３５） 、四〇年には１４３人（男１１２・女３１）というデータが示されている。さらに大正二 なると、１９６人（男 ６・女６０）と増加の度合いが急激になっており これに未遂者の数も加えると明治末年に 毎年３００人程度 轢死者・未遂者が出てい
17
たことになる。むろん、こうしたデータは一つの指標に過ぎないが、 「窮死」が発表された明治末頃には、 〈轢死〉が都市社会の暗部を示す象徴的なトピックスとして位置づけられていたことは間違いないだろう。その意味で、 「窮死」や「蛇窪の踏切」の主人公が肺病者の自殺の手段として轢死を選んだのも、同時代的なコンテクストからすれば 必然的な死への経路の一つだったと言えよう。　
加えて、 「窮死」にはまた、生活に窮した文公がもはや何処にも行き場がないという状況によって、彼が社会的弱者




































を目指した。坪谷水哉の記述によれば、 「建物の総坪数は千五百坪で、現今大約七百三四十人の入院者がある。まだ此外に五十人や百人は入れらるゝ相だ。 」とあり、文公のような孤独者で身寄りがなく病疾ならば入院の可能性は十分にあったと思われる。ただし、本文中で土方の一人が、 「養育院とかいふ奴は面倒臭くつてなか
く
入られないといふ事
だぜ。 」と言うように、実際、入院に際しての制約は厳しいも であった。入院時には、戸籍等の証明書類の他、疾病の理由を詳細に調べた上で真に救助の必要性が認めら るという条件であった。　
また、院内は健常者と病疾者の建物が分離されており、病疾者が入院時には、一週間、伝染病の侵入を防ぐため完













































という事実も、こうした増殖していく都市の巨大な力に比すれば、すぐに忘れ去られてしまう一事象に過ぎないのである。しかし、人生にとって死の事実こそが厳粛な出来事であると考えていた独歩にしてみれば は看 することが出来ない事実なのであった。そ て、それこそが独歩文学 ヒューマニティーと う主題 つながるモチーフでもあったのである。　『欺かざるの記』 （明治二六・三・二一） には、 独歩終生のテーマである、 「小民」 文学宣言とも言うべき有名な一節がある。　 多くの歴史は虚栄の歴史なり、バニティーの記録なり。人類真の歴史は山林海浜の小民に問 、哲学歴史と文学史と政権史と文明史の外に小民史を加へよ、人類 歴史始めて全からん。 （略）書て曰く、生死に対するヒューマニティーの声、人生に対するヒューマニティーの声、人性に対し、人世に対するヒューマニティーの叫声。
　




独歩文学の中心的主題である、 「ヒューマニティー」 （小民） への眼差しが明確に示されている部分であるが、 とりわけ、




























































平岡敏夫「三つの轢死―「窮死をめぐつて」 」 （ 『国木田独歩全集』第三巻「月報」 ）
　（６）
　
平岡敏夫「窮死」 （ 「国文学」 「短編小説 面白さ」昭和四四・六） 。
　（７）
　
注６ 前掲論文
　（８）
　
江見水陰『明治大正 学全集一五』 （昭和五年
　
春陽堂） 。
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　（９）
　
本田和子『女学生の系譜』 「少女への擬集化」 （平成二・七
　
青土社）
　（
10）　『国鉄電車発達史』 （昭和
三四
・三
　
電気車研究会編） 。
　（
11）　『明治大正家庭史年表 平成一二・三
　
河出書房新社）
　（
12）　『東京府統計書』 「第八〇
　
自殺者自殺手段別累年比較」大正二年第一巻（東京府
　
大正四・五刊行）
　（
13）　『感化救済小鑑』 「東京市養育院と其の現況」 （明治四三・一〇
　
内務省地方局） 。
　（
14）　『文藝倶楽部』第八巻第二号定期増刊「東京」 （明治三五・一
　
博文館）所収。
　（
15）　
関肇「窮死」解説（ 『近代文学〈都市〉を読む』
　（平成二・三
　
双文社出版） 。
　（
16）　
 独歩文学と明治下層ルポルタージュとの関連性については、立花雄一『明治下層記録文学』 （平成一四・五
　
ちくま学芸文庫）より示唆を受けた。
